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分  会
2013年
１／１付
現勢

月間目標
９／１付
現勢

１／１付
増差

西尾久 272 12 265 ▲７

東尾久１ 117 5 114 ▲３

東尾久２ 178 8 180 ２

荒　 川 268 12 260 ▲８

町屋北 186 8 189 ３

町屋南 169 7 165 ▲４

日暮里１ 151 7 139 ▲１２

日暮里２ 187 8 189 ２

南千住 178 8 178 ０

事業所 116 5 123 ７

直　 属 183 183 ０

    合　計 2,005 61 1,985 ▲２０

主婦の会 407 25 387 ▲２０

青年部 70 7 58 ▲１２

荒友会 163 16 157 ▲４

( 1 ) ２０１３年９月１０日 第５３９号

10月18日(金)14時～16時

希望者は前日までに予約を

９月初組合員数＝1,985人(-２人)

発 行 所

東京土建一般労働組合荒川支部

東京都荒川区荒川６-３-１

TEL(3892)9131 FAX(3892)9381

発行者・豊田佳二／編集長・川又好一

http://www.doken-arakawa.org/

９
月
１
日
は
、

関
東
大
震
災
の
惨

事
を
教
訓
と
し
て

防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と

し
、
毎
年
各
地
で

防
災
訓
練
な
ど
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
最
近
は
、

地
震
や
津
波
な
ど
を
想
定
し
た

避
難
所
用
時
間
の
短
縮
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。
今
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
地

盤
沈
下
が
進
み
、
海
抜
以
下
地

帯
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
避

難
先
も
高
い
建
物
な
の
か
。

▼
今
月
末
に
は
経
済
効
果
も
含

め
、
社
会
現
象
に
も
な
っ
て
い

る
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
が
終
了
。

メ
イ
ン
舞
台
の
北
三
陸
と
い
う

場
所
が
、
東
日
本
大
震
災
で
被

災
す
る
も
の
の
、
復
興
に
む
け

て
皆
が
た
く
ま
し
く
が
ん
ば
っ

て
生
き
て
い
て
、
主
人
公
も
東

京
で
の
芸
能
活
動
か
ら
、
北
三

陸
に
戻
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

▼
私
の
よ
く
見
る
テ
レ
ビ
番
組

の
中
で
、
名
古
屋
の
あ
る
大
学

の
准
教
授
が
「
津
波
が
来
る
前

に
、
先
に
地
震
が
発
生
し
て
い

る
。
ま
ず
、
自
宅
に
自
分
が
い

た
時
に
地
震
が
起
き
た
な
ら

ば
、
最
悪
、
自
宅
で
溺
死
し
な

い
た
め
に
、
家
具
の
転
倒
か
ら

助
か
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く

べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
地
震
か

ら
助
か
っ
た
後
に
、
さ
ら
に
安

全
な
場
所
へ
と
避
難
す
る
の
で

す
。
」
と
言
っ
て
い
た
。

▼
震
災
復
興
支
援
で
も
、
若
い

世
代
が
活
躍
。
防
災
も
組
織
も

同
様
に
、
常
に
先
を
見
て
備
え

が
必
要
で
あ
る
。
私
た
ち
の
こ

の
建
設
業
界
と
東
京
土
建
も
、

若
い
世
代
の
力
で
も
っ
と
元
気

に
し
て
い
き
た
い
。

（
歳
）

目標80人達成させ、年間目標と実増を追う

スクリーンを使った説明が好評でした

第２次行動日

９月19日（木）・20日（金）

第３次行動日

９月25日（水）・26日（木）

第４次行動日

10月３日（木）・４日（金）

第５次行動日

10月９日（水）・10日（木）

第６次行動日

10月15日（火）・16日（水）

第７次行動日

10月22日（火）・23日（水）

第８次行動日

10月28日（月）・29日（火）

８
月
25
日
、
夏
の
大
学
習
会
と
兼
ね
て
秋
の

拡
大
決
起
集
会
と
出
陣
式
を
東
京
土
建
本
部
会

館
の
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
行
い
ま
し
た
。

決
起
集
会
の
冒
頭
は
秋
の
拡
大
月
間
に
あ
わ
せ

本
部
が
製
作
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
て
、
次
に
本
部

組
織
担
当
松
井
専
従
常
任
中
執
の
講
演
を
受
け

た
後
に
、
支
部
船
橋
書
記
長
に
よ
る
拡
大
月
間

の
方
針
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
な

わ
れ
た
出
陣
式
で
、
各
分
会
や
支
部
と
し
て
の

目
標
達
成
に
向
け
た
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。

大盛況！「はだしのゲン」上映会

荒川区９条の会連絡会主催

親子連れ含め会場は満員に

【
担
当
事
務
局
・
大
内
良
雄
書
記
】

故
中
沢
啓
治
さ
ん
の
戦
争
・
広
島
で
の

被
爆
体
験
の
漫
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

が
実
写
で
映
画
化
さ
れ
た
第
一
部
を
、

荒
川
区
９
条
の
会
連
絡
会
主
催
で
８
月

28
日
に
上
映
会
を
開
催
。
閲
覧
禁
止
等

が
マ
ス
コ
ミ
で
話
題
に
な
る
な
か
、
90

人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。
「
今
の
時
代
に

も
通
じ
、
平
和
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

団結しガンバロウ（西尾久）

方針提案をする船橋書記長

秋
か
ら
冬

加
入
の
実
り

【
組
織
部
】
今
年
は
、
１
年

を
３
つ
の
時
期
（
ラ
ウ
ン
ド
）

に
分
け
て
、
ラ
ウ
ン
ド
ご
と
に

目
標
を
持
っ
て
諸
課
題
を
追
求

し
て
い
ま
す
。
９
〜
12
月
が
最

後
の
第
３
ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
、

年
間
拡
大
計
画
で
い
え
ば
、
９

〜
10
月
の
秋
の
拡
大
月
間
と
11

〜
12
月
の
年
末
拡
大
が
該
当
し

ま
す
。

秋
の
拡
大
月
間
に
お
け
る
支

部
目
標
は
80
人
で
す
。
最
終
的

に
は
２
０
１
４
年
１
月
現
勢
を

増
勢
で
迎
え
る
こ
と
（
年
間
実

増
）
が
基
本
方
針
で
す
が
、
11

月
か
ら
の
年
末
拡
大
を
待
つ
ま

で
も
な
く
、
秋
の
月
間
で
新
加

入
者
を
積
め
る
と
こ
ろ
ま
で
積

み
あ
げ
て
（
超
過
達
成
）
、
春

の
月
間
で
果
た
せ
な
か
っ
た
２

０
１
３
年
１
月
現
勢
の
回
復
を

ま
ず
は
果
た
し
、
２
０
１
４
年

１
月
人
員
の
増
勢
（
年
間
実

増
）
へ
の
足
が
か
り
を
つ
く
り

出
し
て
い
き
ま
す
。

月
間
で
の
行
動
の
中
心
は
、

組
合
員
を
訪
問
し
、
組
合
員
と

直
接
会
っ
て
対
話
を

す
る
こ
と
で
す
。
分

会
で
は
行
動
参
加
者

を
広
げ
る
手
立
て
と

し
て
、
春
の
月
間
で

加
入
し
た
新
し
い
顔

ぶ
れ
に
も
声
か
け
を

す
る
な
ど
参
加
規
模

を
大
き
く
広
げ
て
、

加
入
成
果
や
未
加
入

対
象
者
の
持
ち
寄
り

で
、
盛
り
上
が
り
を

作
り
出
し
て
い
き
ま

す
。
行
動
日
に
は
、

全
群
か
ら
１
人
以
上

が
参
加
す
る
よ
う
に
求
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
行
動
参
加
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
具

体
的
な
行
動
と
し
て
は
、

組
合
員
訪
問
や
未
加
入
の

対
象
者
訪
問
、
チ
ラ
シ
配

布
を
行
な
い
ま
す
。

そ
し
て
、
組
合
を
必
要

と
し
て
い
る
未
加
入
者
の

具
体
的
な
情
報
の
提
供
、

組
合
未
加
入
者
へ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
手
渡
し
て
勧
め

る
な
ど
積
極
的
な
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

多くの仲間の参加で目標達成を（日暮里１）

決
起
集
会
で
は
、
本
部
組
織

担
当
松
井
専
従
常
任
中
執
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
、
大
き
く
資

料
を
映
し
出
し
て
説
明
が
さ

れ
、
話
し
方
や
内
容
含
め
大
変

好
評
で
し
た
。
若
手
や
後
継
者

の
必
要
性
が
緊
急
で
あ
る
こ
と

も
訴
え
て
い
ま
し
た
。

若
手
や
後
継
者

育
成
が
課
題
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双
葉
山
は
、
明
治
45
年
２

月
９
日
大
分
県
宇
佐
郡
天
津

村
（
現
在
の
宇
佐
市
大
字
下

圧
）
に
生
ま
れ
、
昭
和
43
年

12
月
16
日
に
56
歳
で
死
去
し

た
。
そ
の
昭
和
43
年
は
、
明

治
維
新
か
ら
百
年
に
あ
た

る
。
そ
し
て
今
年
は
、
双
葉

山
生
誕
１
０
０
年
で
あ
る
。

善
性
寺
の
現
住
職
の
曾
祖

父
と
昭
和
16
年
に
出
会
い
、

こ
の
年
の
12
月
に
は
ハ
ワ
イ

真
珠
湾
奇
襲
に
よ
り
開
戦
。

軍
事
国
家
日
本
は
全
面
的
な

世
界
戦
争
に
突
入
し
た
。
そ

の
後
の
相
撲
界
は
戦
時
色
が

濃
厚
と
な
り
、
軍
事
訓
練
な

ど
に
も
力
士
は
参
加
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
昭
和
19
年

２
月
に
、
両
国
国
技
館
は
軍

部
に
接
収
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ

本
土
攻
撃
の
風
船
爆
弾
工
場

に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭

和
20
年
８
月
15
日
終
戦
。
神

国
日
本
は
、
敗
れ
た
。
昭
和

20
年
秋
場
所
、
双
葉
山
は
引

退
を
表
明
し
た
。
引
退
後
、

双
葉
山
の
姿
が
消
え
る
。
金

沢
の
新
興
宗
教
に
走
り
、
22

年
１
月
に
保
護
さ
れ
た
。
こ

の
事
件
後
、
相
撲
協
会
の
理

事
に
就
任
し
、
大
き
く
揺
れ

動
い
て
い
た
双
葉
山
の
心
が

整
理
さ
れ
、
再
び
相
撲

道
追
求
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
日
蓮
宗
総

本
山
の
87
世
法
主
だ
っ

た
現
住
職
の
祖
父
で
あ

る
望
月
日
雄
（
も
ち
づ

き
・
に
ち
お
う
）
さ
ん

と
親
交
を
深
め
、
日
暮

里
の
善
性
寺
に
来
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

第２回

善性寺と双葉山

取材・川又好一

真ん中が横綱双葉山

原水爆禁止2013年世界大会・長崎 参加報告

私
は
、
「
原
水
爆
禁
止
２
０

１
３
年
世
界
大
会
・
長
崎
」
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
８
月
に
ア
メ
リ

カ
は
広
島
、
長
崎
の
罪
の
な
い

市
民
の
命
を
奪
う
事
を
承
知
の

う
え
で
、
原
爆
を
投
下
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
放
射
能
の
脅
威

は
今
も
被
爆
者
、
被
爆
２
世
の

方
々
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。
い

か
な
る
情
勢
や
理
由
に
せ
よ
、

そ
の
行
為
の
非
人
道
性
を
私
は

決
し
て
許
す
こ
と
は
で
き
ず
、

「
原
水
爆
禁
止
２
０
１
３
年

世
界
大
会
・
長
崎
」
の
総
会
が

約
６
５
０
０
人
の
参
加
で
、
長

崎
市
民
会
館
の
体
育
館
に
て
開

か
れ
、
私
も
荒
川
原
水
協
の
仲

間
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

元
日
本
被
団
協
の
山
口
仙
二

さ
ん
が
、
核
兵
器
廃
絶
を
待
た

ず
に
７
月
は
じ
め
、
死
亡
し
た

と
い
う
こ
と
で
参
加
者
全
員
で

黙
祷
を
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
被
団
協
代
表
の
谷
口
さ
ん

は
、
16
歳
の
時
に
原
爆
に
よ
り

５
ｍ
以
上
飛
ば
さ
れ
被
曝
し
た

事
に
つ
い
て
訴
え
て
い
ま
し

ば
、
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府

は
、
核
兵
器
廃
絶
を
世
界
に
呼

び
掛
け
る
こ
と
が
先
決
だ
と
思

い
ま
す
。

核
兵
器
肯
定
派
に
騙
さ
れ
な

い
よ
う
に
目
や
耳
で
情
勢
や
情

報
に
対
し
て
注
意
力
を
研
ぎ
澄

ま
し
、
被
害
者
の
手
記
を
読
む

こ
と
や
原
爆
に
関
す
る
書
籍
、

絵
画
、
映
画
（
ゴ
ジ
ラ
は
反
核

映
画
）
等
に
も
っ
と
触
れ
る
べ

き
で
す
。
核
兵
器
の
悲
惨
さ
を

理
解
し
自
分
の
も
の
と
す
る
中

で
、
原
爆
投
下
を
め
ぐ
る
歴
史

認
識
も
深
ま
り
、
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
る
べ
き
か
見
え
て
く

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
核
兵
器
の
本
質
、

絶
対
悪
を
理
解
し
て
、
核
兵
器

は
廃
絶
し
、
沖
縄
に
代
表
さ
れ

る
日
本
各
地
の
米
軍
基
地
は
撤

退
さ
せ
、
世
界
各
国
の
軍
隊
は

解
散
し
、
武
力
威
嚇
の
必
要
無

い
、
平
和
な
世
界
に
な
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

豊田佳二
さん

（日暮里一）

河路隆平
さん

（町屋北）

堀井龍二
さん

（日暮里一）

角田輝夫
さん

（日暮里一）

た
。
被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
78

歳
と
高
齢
で
、
今
こ
そ
被
爆
者

の
声
に
耳
を
傾
け
、
被
爆
の
実

相
を
世
界
へ
、
若
い
世
代
へ
と

広
げ
る
時
で
す
。

２
日
目
は
、
「
核
兵
器
と
原

発
」
を
テ
ー
マ
に
チ
ト
セ
ピ
ア

で
開
催
さ
れ
た
分
科
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
開
会
総
会
で
も
発

言
が
あ
っ
た
静
岡
県
湖
西
市
長

の
三
上
元
さ
ん
か
ら
、
脱
原
発

の
８
つ
の
理
由
に
つ
い
て
、
１

枚
５
円
で
５
万
枚
、
両
面
カ
ラ

ー
印
刷
し
た
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
湖
西

市
は
、
浜
岡
原
発
か
ら
60
㎞
の

圏
内
に
あ
り
、
３
・
１
１
東
日

本
大
震
災
と
原
発
事
故
を
見

て
、
３
週
間
熟
慮
し
、
４
月
１

日
に
市
の
幹
部
集
会
で
、
市
長

と
し
て
「
脱
原
発
」
の
運
動
を

す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
そ
う
で

す
。
原
発
は
、
特
に
テ
ロ
や
飛

行
機
の
墜
落
と
い
う
想
定
を
全

く
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
原

発
は
キ
ケ
ン
、
原
発
は
や
め
よ

う
と
発
言
を
開
始
し
た
そ
う
で

す
。
三
上
市
長
の
試
算
で
は
、

原
発
は
高
く
、
経
済
界
で
は
原

発
は
危
険
だ
が
〝
安
い
〞
と
言

う
か
ら
支
持
し
て
き
た
、
〝
高

い
〞
の
な
ら
続
け
る
理
由
は
全

く
な
い
と
も
訴
え
て
い
ま
し

た
。
福
島
県
郡
山
市
の
参
加
者

は
、
郡
山
で
も
原
発
の
被
爆
は

あ
り
、
２
年
５
ヶ
月
経
過
し
た

現
在
で
も
除
染
も
ま
ま
な
ら

ず
、
い
ま
だ
に
15
万
人
を
超
え

る
福
島
県
民
が
避
難
生
活
を
送

っ
て
い
て
将
来
へ
の
不
安
が
あ

る
と
訴
え
、
国
と
東
京
電
力
に

「
子
ど
も
・
い
の
ち
・
く
ら

し
」
を
守
ら
せ
る
署
名
を
参
加

者
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

私
達
も
出
来
る
事
か
ら
行
動

を
起
こ
し
、
「
原
発
ゼ
ロ
」
・

「
核
兵
器
廃
絶
」
の
世
界
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

一
刻
も
早
く
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
世
界
を
実
現
し
た
い
と
願

い
ま
す
。

今
、
世
界
の
核
兵
器
数
は
東

西
冷
戦
時
代
よ
り
大
き
く
減
っ

た
と
は
い
え
、
約
１
７
０
０
０

発
に
の
ぼ
り
ま
す
。
非
人
道
的

か
つ
絶
対
悪
な
兵
器
だ
と
い
う

認
識
を
世
界
中
の
人
々
が
共
有

し
、
２
度
と
惨
劇
を
繰
り
返
さ

せ
な
い
た
め
に
、
私
自
身
ど
の

よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
考

え
た
結
論
と
し
て
、
ま
ず
は
関

連
し
た
知
識
を
身
に
付
け
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
な
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
は
多

く
の
市
民
が
犠
牲
に
な
る
こ
と

を
承
知
で
原
爆
投
下
を
決
断
し

た
の
か
。
な
ぜ
、
大
多
数
の
国

民
の
意
に
反
し
て
ま
で
も
、
日

本
政
府
は
間
接
的
に
核
兵
器
容

認
の
姿
勢
を
貫
く
の
か
で
す
。

私
が
参
加
し
た
分
科
会
《
映

像
の
ひ
ろ
ば
》
に
出
席
し
て
い

た
、
米
国
の
映
画
監
督
オ
リ
バ

ー
・
ス
ト
ー
ン
監
督
の
製
作

「
も
う
ひ
と
つ
の
ア
メ
リ
カ

史
」
で
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ

人
に
と
っ
て
日
本
人
は
ゴ
キ
ブ

リ
以
下
の
存
在
だ
っ
た
と
さ

れ
、
日
本
人
は
な
ぜ
害
虫
以
下

の
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
疑
問
で
す
。

唯
一
の
被
爆
国
に
も
関
わ
ら

ず
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
に

頼
る
日
本
政
府
。
し
か
も
、
安

倍
政
権
は
憲
法
を
改
正
し
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
が
ど
こ
か
の
国
に
攻
撃
さ
れ

た
場
合
、
日
本
が
そ
の
国
に
攻

撃
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

国
が
核
兵
器
を
保
有
す
る
場

合
、
日
本
は
核
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
事
態
に
な
り
得
る
の
で

す
。
そ
う
し
た
危
険
を
思
え

荒川原水協の参加者（撮影・角田）

長
崎
は
私
に
と
っ
て
初
め
て

の
地
で
、
山
の
上
ま
で
家
並
み

が
続
き
、
坂
道
、
階
段
、
路
面

電
車
が
走
り
、
68
年
前
の
被
爆

の
傷
跡
は
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な

い
街
並
み
で
し
た
。
開
会
総
会

は
、
長
崎
市
民
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
田
上
長
崎
市
長

は
、
広
島
、
長
崎
、

そ
し
て
福
島
な
ど
の

原
発
が
テ
ロ
等
に
あ

え
ば
、
第
三
・
第
四

の
核
・
原
爆
に
な
り

う
る
と
熱
弁
し
て
い

ま
し
た
。

そ
し
て
、
会
場
に

は
北
海
道
か
ら
引
き

継
が
れ
た
、
国
民
平

和
大
行
進
の
横
断
幕

が
届
い
て
い
ま
し
た
。
私
達
も

荒
川
公
園
か
ら
暑
い
中
で
歩
い

て
、
声
を
高
ら
か
に
し
て
花
川

戸
公
園
ま
で
中
継
し
た
の
だ
と

思
う
と
、
感
無
量
で
し
た
。

私
が
参
加
し
た
分
科
会
で

は
、
被
爆
者
８
名
、
被
爆
二
世

４
名
、
原
水
禁
大
会
初
参
加
者

17
名
、
う
ち
20
〜
30
歳
代
13
名

の
若
い
人
が
多
く
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
被
爆
者
の
山
口
仙
二

さ
ん
が
７
月
６
日
朝
、
雲
仙
市

内
の
病
院
で
82
才
の
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
12
月

14
日
の
ア
ズ
マ
訴
訟
の
証
人
で

す
。
「
核
兵
器
廃
絶
の
為
に
、

被
爆
者
と
し
て
死
に
た
い
」
と

発
し
て
い
ま
し
た
。
被
爆
者
が

高
齢
化
し
、
被
爆
体
験
の
生
の

声
、
語
り
手
が
い
な
く
な
り
、

貴
重
な
体
験
話
が
聞
か
れ
な
く

な
り
ま
す
。

閉
会
式
で
は
、
11
時
02
分
に

被
爆
者
に
対
し
、
黙
祷
を
行
い

ま
し
た
。
「
も
う
一
つ
の
ア
メ

リ
カ
史
」
映
画
上
映
中
、
オ
リ

バ
ー
ス
ト
ー
ン
監
督
本
人
が
来

場
し
ま
し
た
。
「
ア
メ
リ
カ
の

子
供
達
に
は
、
戦
争
終
結
に
は

核
爆
弾
が
必
要
だ
と
教
育
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

偽
り
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
核

の
開
発
を
急
が
せ
、
日
本
で
実

験
を
す
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の

戦
略
で
し
た
。
日
本
国
民
は
歴

史
を
直
視
し
、
歪
曲
、
汚
い
物

と
お
お
い
か
ぶ
せ
ず
、
戦
争
の

悲
惨
さ
の
真
実
を
伝
え
る
べ
き

だ
。
日
本
は
広
島
、
長
崎
、
福

島
を
学
ん
で
い
な
い
」
と
語
り

ま
し
た
。
私
も
今
回
の
見
た
こ

と
や
聞
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

周
り
に
伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

８
月
７
日
、
日
暮
里
駅
へ
集

合
し
、
長
崎
へ
向
か
い
ま
し

た
。
現
地
に
着
い
て
昼
食
を
と

り
、
最
初
に
平
和
公
園
へ
行
き

ま
し
た
。

挨拶する田上富久長崎市長

＜

３
面
へ
続
く＞
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「
つ
け
麺
屋
あ
ら
田
」

は
、
東
京
土
建
荒
川
支
部
１

Ｆ
に
開
店
し
て
４
年
目
に
な

り
ま
す
。
今
で
は
、
地
元
は

も
と
よ
り
遠
方
か
ら
食
べ
に

来
る
人
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

店
長
の
大
平
慎
太
郎
さ
ん

と
従
業
員
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー

14
席
と
テ
ー
ブ
ル
８
席
の
店

内
で
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

つ
け
麺
は
、
並
盛
（
２
０

０
ｇ
）
、
ま
た
は
中
盛
（
３

０
０
ｇ
）
を
同
じ
値
段
で
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
肉
つ
け
麺
」
「
辛
味
噌
つ

け
麺
」
な
ど
が
お
す
す
め
と

な
っ
て
い
て
、
お
酒
の
つ
ま

み
類
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

支
部
に
仕
事
帰
り
で
来
所
し

た
際
は
、
ぜ
ひ
一
度
立
ち
寄

っ
て
み
て
下
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
提
示
▼

味
玉
１
個
サ
ー
ビ
ス

営
業
時
間

※
年
中
無
休

月
〜
土

11
：
30
〜
15
：
00

17
：
00
〜
25
：
00

日
・
祝

11
：
30
〜
23
：
00

文
・
写
真

澤
元
達
雄
通
信

員
＝
町
屋
南
分
会

２０１３年９月１０日 第５３９号

つけ麺屋 あら田
荒川区荒川６－３－１ １Ｆ

電話 ０３－３８１９－２６８８

ネットでも評判のつけ麺

2013年 夏の大学習会

【
日
暮
里

一
・
小
谷
野

邦

彦

通

信

員
】
８
月
25

日
、
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東

京
で
恒
例
の

夏
の
大
学
習

会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、

来
年
４
月
に

消
費
税
増
税

が
予
定
さ
れ

て
い
る
事
か

ら
「
消
費
税

増
税
と
私
た

ち
の
暮
ら
し
」
と
題
し
、
本
部

税
金
対
策
担
当
の
渡
辺
専
従
常

任
中
執
に
よ
る
情
勢
や
社
会
保

険
料
の
負
担
増
大
ま
で
、
消
費

税
増
税
の
影
響
な
ど
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

消
費
税
は
、
社
会
保
障
充
実

荒
川
文
藝
倶
楽
部

仲
間
の
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

（
短

歌
）

心
ひ
く

江
戸
の
稗
史
の

谷
中
辺
に

古
刹
を
た
ど
り
し

「
鬼
平
」
を
あ
り
く

荒
川
分
会

日
塔
善
英

【
編
集
部
】
仲
間
の
文
芸
作
品
を
披
露
す
る
場
を
常
時
設
け
、

可
能
な
限
り
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
随
時
、
奮
っ
て
編
集
部
へ
連

絡
を
い
た
だ
き
投
稿
下
さ
い
。

題
を
身
近
な
問
題
と
し
て
感

じ
、
こ
れ
は
真
剣
に
考
え
な
い

と
い
け
な
い
な
と
思
わ
さ
れ
ま

し
た
。
今
ま
で
は
、
何
か
日
本

に
と
っ
て
不
都
合
な
こ
と
が
有

れ
ば
、
例
外
的
な
措
置
を
取
る

よ
う
に
交
渉
を
重
ね
て
い
く
か

ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
楽
観
的
に

考
え
て
い
た
が
、
話
し
を
聞
い

て
み
る
と
、
状
況
は
そ
ん
な
に

甘
く
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

自
国
の
法
律
よ
り
重
く
、
必
ず

従
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
の
は
、
あ
り
得
な
い
話
し
で

す
。
参
加
し
た
場
合
の
最
悪
の

事
態
を
想
定
し
、
早
期
に
対
応

策
を
考
え
行
動
を
起
こ
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

共
済
に
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
影
響

共
済
推
進
委
員
学
習
会

【
事
業
所
・
北
山
純
子
通
信

員
】
８
月
22
日
、
支
部
３
階
会

議
室
に
て
、
共
済
推
進
委
員
学

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど

け
ん
共
済
会
か
ら
沼
澤
書
記

を
招
き
、
31
人
が
参
加
し
て

共
済
を
め
ぐ
る
情
勢
と
東
京

土
建
の
共
済
活
動
に
つ
い

て
、
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

講
義
の
な
か
で
特
に
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
共
済
を
取
り

巻
く
情
勢
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
関
係

し
、
参
加
す
る
と
な
っ
た
場

合
に
影
響
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
あ
ら
た

め
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
初
め
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

やっぱり、ＴＰＰは反対でしょ

節
目
健
診
が
お
薦
め

健
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

健
診
セ
ン
タ
ー
千
住
曙

こ
こ
の
お
薦
め
は
、
①
節
目

健
診
の
自
己
負
担
が
無
し
で
受

け
ら
れ
る
、
②
一
般
の
土
建
健

診
と
節
目
健
診
で
日
曜
日
受
診

が
毎
月
２
日
程
度
予
定
、
③
駐

車
場
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

住
所

足
立
区
千
住
曙
町
37
―
８

電
話

０
１
２
０
―
３
０
１
―
６
６
２

※
な
お
、
節
目
健
診
は
直
接
申

込
み
で
す
が
、
詳
細
や
問
い
合

わ
せ
、
一
般
土
建
健
診
の
申
込

み
は
支
部
担
当
篠
木
書
記
迄
。

的
に
消
費
税
率
を
５
％
か
ら
８

％
、
10
％
へ
と
引
き
上
げ
よ
う

と
し
て
ま
す
。
憲
法
が
定
め
る

応
能
負
担
原
則
と
税
の
使
い
道

に
理
解
が
深
ま
る
な
ら
、
増
税

勢
力
の
野
望
は
断
た
れ
、
そ
れ

が
消
費
税
反
対
運
動
の
示
す
流

れ
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
推
進
論
者
は
、
消

費
税
を
社
会
保
障
目
的
税
と
偽

り
、
増
税
を
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
環
境
税
と
偽
り
消
費
税
以

上
の
大
型
間
接
税
も
既
に
導
入

し
て
い
ま
す
。
講
師
が
結
び
で

言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
増
税
し

て
も
社
会
保
障
が
良
く
な
る
保

証
は
無
く
、
貧
困
と
格
差
を
広

げ
る
ば
か
り
で
、
増
税
は
暮
ら

し
と
仕
事
を
破
壊
す
る
と
い
う

こ
と
を
繰
り
返
し
訴
え
続
け
る

事
が
重
要
で
す
。
私
た
ち
に
で

き
る
事
と
し
て
、
日
常
的
に
宣

伝
や
署
名
行
動
、
議
員
要
請
を

し
て
世
論
を
作
る
べ
く
、
消
費

税
増
税
中
止
と
廃
止
運
動
を
さ

ら
に
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

の
た
め
と
の
ふ
れ
込
み
で
導
入

さ
れ
、
大
企
業
・
大
資
産
家
に

は
減
税
、
庶
民
に
は
増
税
を
繰

り
返
し
、
社
会
保
障
は
削
ら
れ

る
一
方
で
す
。
こ
の
状
況
に
あ

っ
て
、
さ
ら
に
政
府
は
「
社
会

保
障
の
財
源
の
た
め
」
と
段
階 契約や引き渡しの時期により税率が異なります

禁
止
２
０
１
３
年
世
界
大
会
・

長
崎
」
の
会
場
で
あ
る
長
崎
市

民
会
館
へ
行
き
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
「
心
つ
な
ご
う
」
の
曲

が
流
れ
て
い
て
、
開
会
式
後
は

講
演
や
訴
え
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
被
爆
者
の
証
言
で
谷
口
さ

ん
の
訴
え
が
あ
り
、
爆
心
地
か

ら
わ
ず
か
１
・
８
キ
ロ
離
れ
た

所
で
被
爆
し
た
と
言
い
、
入
退

院
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

次
に
、
日
本
赤
十
字
の
長
崎

原
爆
病
院
院
長
朝
長
万
佐
男
先

生
の
講
演
が
あ
り
、
「
核
の
被

爆
は
、
火
傷
だ
け
で
な
く
、
放

射
能
で
遺
伝
子
も
傷
を
つ
け
て

し
ま
い
、
や
が
て
は
癌
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
僕
は
、
目
の

前
で
次
々
と
死
ん
で
い
っ
た
人

を
見
て
き
た
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
自
分
は
、
ア
メ
リ
カ
に

被
爆
者
の
人
達
に
対
し
て
謝
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

＜

２
面
よ
り
続
く＞
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正
庭
通
り
は
起
点
が
明
治

通
り
の
荒
川
1
―
40
で
、
昭

和
通
り
手
前
の
東
日
暮
里
１

―
19
ま
で
の
７
１
７
メ
ー
ト

ル
の
通
り
で
す
。
明
治
通
り

か
ら
始
ま
り
、
途
中
で
二
の

坪
通
り
と
カ
ン
カ
ン
森
通
り

と
交
差
し
て
、
三
ノ
輪
交
差

点
か
ら
北
西
に
入
る
と
二
車

線
道
路
の
あ
る
東
日
暮
里
ま

で
を
結
ん
で
い
ま
す
。

読
み
は
「
ま
さ
に
わ
」

で
、
旧
小
字
名
に
由
来
し
ま

す
。
東
日
暮
里
１
・
２
丁
目

は
震
災
に
よ
る
火
災
で
一
面

焼
け
野
原
と
な
り
、
地
主
が

区
画
整
理
の
必
要
性
を
行
政

に
訴
え
、
カ
ン
カ
ン
森
通
り

を
幹
線
と
し
整
然
と
し
た
道

路
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
浅
草
へ

通
じ
る
通
り
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
早
く
か
ら
市
街
化
が
進

み
、
荒
川
区
内
で
最
も
早
く

現
在
の
街
並
み
が
完
成
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
正
庭
商
栄

会
と
い
う
商
店
街
が
あ
り
、

店
舗
は
カ
ン
カ
ン
森
商
興
会

よ
り
多
い
も
の
の
賑

わ
っ
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
静

か
な
住
宅
地
の
商
店

街
で
す
。
近
年
は
、

閉
店
し
て
廃
業
す
る

店
も
あ
り
ま
す
が
、

夕
方
や
夜
は
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
す
。

文
・
写
真

角
田
輝

夫
記
者
＝
日
暮
里
一

分
会

正庭通り（荒川-東日暮里） 21

『大統領の料理人』

クリスチャン・ヴァンサン監督

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
か
ら
麻
雀
卓
へ

画
期
的
な
折
り
畳
み
麻
雀
卓
の
製
作

佐藤
美術工芸

高
度
成
長
期
、
パ
チ
ン
コ
と
並
び
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
人
気
の
あ

っ
た
麻
雀
。
最
近
は
、
時
代
の
流
れ
で
街
の
麻
雀
店
の
姿
や
看
板

は
少
な
い
が
、
健
康
志
向
の
中
で
ど
こ
で
も
手
軽
に
で
き
る
麻
雀

卓
の
製
作
販
売
を
し
て
い
る
有
限
会
社
佐
藤
美
術
工
芸
の
代
表
で

あ
る
佐
藤
一
夫
（
さ
と
う
・
か
ず
お
）
さ
ん
（
60
歳
）
を
訪
ね
、

お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。
（
荒
川
区
荒
川
６
―
５
５
―
１
２
）

文
・
写
真

小
野
澤
富
彦
記
者
＝
西
尾
久
分
会
・
川
又
好
一
記
者

＝
日
暮
里
一
分
会

祖
父
は
浅
草
で
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
製
造

を
し
て
お
り
、
や
が

て
現
在
地
の
荒
川
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
祖
父
の
晩
年
の

頃
、
父
の
武
夫
は
木

工
の
仕
事
を
手
伝

い
、
終
戦
を
迎
え
て

動
乱
の
中
、
色
々
な

仕
事
を
し
て
、
家
族

を
養
う
た
め
頑
張
っ

た
と
思
い
ま
す
。
世

の
中
が
落
ち
着
き
始

め
て
か
ら
は
、
父
は
木
工
の
仕

事
で
パ
チ
ン
コ
の
お
も
ち
ゃ
な

ど
の
製
作
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ラ
ジ
オ
や
ス
テ
レ
オ

の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
仕
事
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
あ
り
、
職
人
を
使

い
毎
日
遅
く
ま
で
、
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
私
が
父
の
工
場

に
入
っ
た
昭
和
50
年
の
頃
は
、

松
下
電
工
の
仕
事
で
大
変
忙
し

く
、
そ
の
後
も
仕
事
は
順
調
で

し
た
が
会
社
も
時
代
の
流
れ
で

仕
事
内
容
は
変
わ
り
、
家
庭
用

木
工
家
具
作
り
か
ら
、
全
自
動 二つ折り状態の麻雀卓

思いを語ってくれた佐藤社長

そ
ん
な
折
、
会
社
の
社
員
旅

行
で
旅
行
先
に
お
い
て
麻
雀
を

す
る
た
め
、
木
工
職
人
が
麻
雀

卓
を
折
り
畳
め
る
よ
う
に
し
て

運
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
一

人
が
マ
ッ
ト
を
丸
め
て
持
っ
て

行
き
、
も
う
一
人
が
麻
雀
牌
を

持
参
し
、
夜
に
な
っ
て
さ
あ
始

め
よ
う
と
し
た
際
に
、
「
こ
れ

は
も
し
か
し
て
、
一
体
化
し
て

麻
雀
牌
も
付
け
て
一
つ
に
収
納

で
き
た
ら
、
売
れ
る
か
も
」
と

ア
イ
デ
ア
が
口
を
つ
い
て
出
ま

し
た
。
そ
し
て
、
麻
雀
を
せ
ず

に
そ
の
場
で
意
見
を
出
し
合
っ

て
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
試
作

を
作
ろ
う
と
話
し
が
決
ま
り
、

折
り
畳
み
麻
雀
卓
を
作
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

麻
雀
仲
間
が
集

ま
り
、
色
々
な
問

題
点
を
解
決
し
な

が
ら
、
約
一
年
間

は
試
作
作
り
に
明

け
暮
れ
ま
し
た
。

木
は
生
き
も
の
な

の
で
、
四
季
の
中

の
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
お
客

が
購
入
後
に
、
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
な

い
た
め
試
験
も
積

み
重
ね
て
、
問
題

点
を
解
決
し
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
時
に
役
に

立
っ
た
の
が
、
木
工
家

具
作
り
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
の
経
験
で
し
た
。

10
年
前
の
発
売
当
初

月
は
わ
ず
か
数
台
し
か

売
れ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
「
使
い
や
す
く
て

片
付
け
れ
ば
、
場
所
も

取
ら
な
い
」
と
評
判
に

な
り
、
次
第
に
注
文
数

が
増
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
購
入
客
な
ど
の
声
を
活
か

し
改
良
を
加
え
ま
し
た
。

自
動
麻
雀
卓
主
流
の
時
代
に

手
で
牌
を
混
ぜ
、
麻
雀
を
楽
し

む
事
が
「
認
知
症
の
予
防
に
な

る
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
年
配

者
や
麻
雀
ク
ラ
ブ
の
方
々
か
ら

評
判
に
な
っ
た
事
も
追
い
風
と

な
り
、
連
日
注
文
が
入
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
組
み
立
て
簡

単
で
、
持
ち
運
び
も
キ
ャ
リ
ー

バ
ッ
ク
に
入
り
評
判
。
日
本
製

と
職
人
技
に
こ
だ
わ
る
製
品
と

し
、
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

二つ折りを広げた内側裏面

椅子があればすぐできる『持ってこー雀』

ボ
ケ
防
止
で

麻
雀
が
脚
光
を

今時の静かな住宅地の商店街

仏
大
統
領
官
邸
史
上
初
の

女
性
シ
ェ
フ
と
し
て
働
い
た

ダ
ニ
エ
ル
・
デ
ル
プ
シ
ュ
氏

の
実
話
が
元
の
感
動
作
。

突
然
、
大
統
領
に
料
理
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
女

性
シ
ェ
フ
が
、
ア
イ
デ
ア
あ

ふ
れ
る
料
理
で
大
統
領
を
魅

了
し
て
い
く
姿
を
描
い
て
い

ま
す
。
片
田
舎
で
小
さ
な
レ

ス
ト
ラ
ン
を
営
む
オ
ル
タ
ン

ス
・
ラ
ボ
リ
（
カ
ト
リ
ー
ヌ

・
フ
ロ
）
は
ス
カ
ウ
ト
を
受

け
て
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領

（
ジ
ャ
ン
・
ド
ル
メ
ッ
ソ

ン
）
の
専
属
シ
ェ
フ
を
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
こ
で
彼
女
を

待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、
男

性
シ
ェ
フ
た
ち
の
嫉
妬
と
料

理
の
美
味
し
さ
よ
り
も
儀
礼

や
規
律
を
重
ん
じ
る
官
邸
の

旧
態
依
然
と
し
た
風
習
。
男

性
シ
ェ
フ
た
ち
か
ら
目
の
敵

に
さ
れ
な
が
ら
も
、
大
統
領

が
満
足
す
る
料
理
を
振
る
舞

お
う
と
試
行
錯
誤
す
る
ラ
ボ

リ
。
そ
の
情
熱
が
閉
鎖
的
な

官
邸
に
新
風
を
吹
き
込
み
ま

す
。
９
月
７
日
公
開
。

Les
Saveurs

du
Palais

Ｃ
2012-ArmodaFilm-

Vendome
Production-

Wild
Bunch-France

2
Cinema

麻
雀
卓
の
枠
作
り
へ
と
客
の
要

望
が
変
わ
り
ま
し
た
。

社
員
旅
行
が

き
っ
か
け
転
機
に

組合で

自賠責共済
入れます

今乗っているバイク

は自賠責共済（保険）

に入っていますか？期

限切れや期限が近い場

合は、組合でも入れま

すので担当迄連絡を！
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